
様式第３号（第８条関係） 

 

競争入札設計図書等に関する回答書 

 

令和７年５月３０日  

 

       福島県相双農林事務所長 

 

工事（委託業務）番号 ２５－３６２６０－００１０ 

工事（委託業務）名 水利整備基幹保全型０７０１工事 

質   問   事   項 

１．油圧シリンダーのラム材・チューブ・フランジの材質の詳細をお願い致します。 

２．積算資料及び建設物価単価表、プライマーひび割れ充填工用の材料費について、積算 

資料等の掲載資料がございましたらご教示願います。 

３．積算資料及び建設物価単価表、充填材の材料費について、積算資料等の掲載資料がご

ざいましたらご教示願います。 

４．積算資料及び建設物価単価表、プライマー水路断面修復・表面被覆用の材料費につい

て、積算資料等の掲載資料がございましたらご教示願います。 

５．積算資料及び建設物価単価表、水路補修材ポリマーセメントモルタルの材料費につい

て、積算資料等の掲載資料がございましたらご教示願います。 

６．現場着手可能時期についてご指示願います。 

７．現場施工時は非出水期以外の制限がありましたらご指示願います。 

８．1次仮締切の設置期間として、令和 7年 11月～令和 8年 3月との記載がありますが、

令和 8年 3月を非出水期期間内（令和 8年 5月末）まで延長することは可能でしょうか。 

９．現場施工時に同時施工となる関連工事がございましたらご教示願います。 

10．鋼材、購入品等の納期が長期化した場合には納期の延伸は可能でしょうか。 

11．中間検査について、検査時期が「扉体製作完了時」との記載がありますが、No.3、No.4

ゲートで 1回、No.1、No.2ゲートで 1回の計 2回との認識でよろしいでしょうか。 

12．「１次仮締切で使用した大型土のう及び仮設道路用の土砂は、仮設ヤード内に仮置きす

ること。」との記載がありますが、置場となる仮設ヤードについてご指示願います。 

13．補修一般図において、補修工事内容に②扉体 工場塗装、背面図に②扉体 現場塗装

との記載がありますが、どちらが正となるでしょうか。 

14．既設油圧配管の材質についてご教示願います。 

15．扉体全面に新たにステンレスプレートを溶接する構造となりますが、増加重量等を考

慮した設計計算等に基づき、油圧シリンダ能力及び、据付クレーン等を決定されている

ことでよろしいでしょうか。 

 

 



回   答   事   項 

１． ラム材の材質はＳＵＳ系、チューブ及びフランジの材質は図面番号９に記載のとおり 

ＳＳ系となります。 

２． 特記仕様書Ｐ17の 35番 建設物価Ｐ190に記載の「注入補修工事用 エポキシ樹脂系 ク 

ラック注入用 容量 58.3kg」を採用しています。 

３． 特記仕様書Ｐ17の 36番 建設物価Ｐ458に記載の「ポリウレタン系 ２成分形 ブラッ 

ク 容量 18kg」を採用しています。 

４． 特記仕様書Ｐ17の 37番 積算資料Ｐ266に記載の「表面被覆材 エポキシ樹脂プライ 

マー」を採用しています。 

５． 特記仕様書Ｐ17の 38番 積算資料Ｐ267に記載の「標準使用量 1320kg/㎥」を採用し 

ています。 

６． 河川区域内（河川境界内）は、特記仕様書Ｐ5の第９章１（３）に記載のとおり、11 

月 1日以降となり、河川区域外の作業ヤードは本工事契約後となります。 

７． 特にありません。 

８． 延長は出来ません。なお、特記仕様書第９章１（３）に記載のとおり、3月 31日まで

となります。 

９．関連工事はありません。 

10. 納期の延伸に伴う工期の延長については、福島県工事請負契約約款第 22条に基づき、 

協議の対象とします。 

11．お見込みのとおりです。 

12．仮設ヤードは、特記仕様書第６章３に記載の作業ヤードとなります。 

13．工場塗装が正しい表記となります。入札公告を訂正します。 

14．銅製です。 

15．お見込みのとおりです。 

 

※福島県測量等委託業務条件付一般競争入札試行要領(平成 20 年 3 月 28 日付け 19 財第

7998 号)及び農林水産部又は土木部が所掌する測量等の請負契約に係る指名競争入札事

務処理手順(平成 20年 3月 28日付け 19財第 7986号入札改革グループ参事通知)に基づ

き使用する場合は、工事を委託業務に改めること。 


